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平成29年9月～11月
おもな活動報告

【9月】
・省庁レク（東京）
・平成29年9月定例会（5日～25日）
・芝園中学校体育祭　
・性犯罪被害者支援セミナー
・議会報編集委員会　　・第2回・芝園こども食堂
・商工農林水産委員会
・女性消防富山方面団　定例会
・がん検診受診推進イベント
・プレミアムフライデー「ゆうぞら駅市」

【10月】
・安野屋地区住民大運動会
・児童相談所視察（広島県、広島市）
　伝統を生かした体験型観光視察（京都市）
・衆議院議員選挙「富山1区　たばた裕明」当選　　
・まちなか・若者と議員の意見交換会
・富山東高校同窓会親睦ゴルフ大会
・議会改革検討調査会　　・消防学校研修
・富山県産業展示館新展示場開館記念式典
・富山県ものづくり総合見本市
・28年度一般・特別会計決算特別委員会

【11月】
・富山市消防防災フェス　　・富山市民菊まつり
・参議院議員　太田房江さんを囲む会
・とやまイタリアフェスタ　　
・滑川市議会議員選挙「浦田竹昭」氏当選
・「立山の塔」慰霊祭（沖縄県）
・安野屋地区文化祭
・自民党女性部　錦秋の集い
・健康づくり推進会議　　・省庁レク（東京）
・自民党市政報告・広聴会（細入村）
・28年度一般・特別決算委員会
・放課後児童クラブ視察（あわら市、福井市）
・12月議会議案説明会　　
・芝園中学校茶道部と能楽堂
・自由民主党富山政治学校　受講　
・商工農林水産委員会視察（県内）
・有害鳥獣対策研修セミナー
・議会改革検討調査会
・スポーツを軸としたまちづくり視察（長岡市）
　震災受入視察（柏崎市、三条市）
・北朝鮮拉致被害者支援の会（理事就任）
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遺族会の皆様と沖縄県
「立山の塔」など、慰霊の旅に！

富山市消防防災フェス！
女性消防団として、
着ぐるみでの寸劇にも
参加しました。

安野屋地区　文化祭！
皆さんの力作が勢ぞろいでした。
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「北朝鮮に拉致された日本人を
　　　早期に救出する

富山県地方議員連盟　設立総会」
　　理事に就任しました。



富山市議会自由民主党は、11月 18日、「市政報告会広聴会」を神通峡地
区で開催いたしました。
テーマは、①有害鳥獣（猿）対策について
②児童数減少時代の小中学校問題について！
山形県天童市などの鳥獣害対策視察、中央農業高校のモンキードッグ視
察などのほか、中央省庁でのレクを受け、現在の状況を説明するとともに
参加された皆様から意見や要望をお聴きしました。
今後も各地域に足を運び、マイクのいらない距離で、「ふるさと対話」を行
ってまいる予定です。
私たち富山市議会自由民主党は、市民の皆様にもっとも近く、そして広く
ご意見をうかがえる存在でありたいと思います。

【質問の目的】
◆一つ目に、今回初めて「教育委員会」へ、「いじめ」対
策について質問しました。
私は皆さんに、「こころ」の健康が大切だという想
いを最初から伝えてきたところでございます。
文部科学省で定めていることが、富山市で徹底さ
れているのか…防止への取り組みが積極的に行わ
れる予定があるのか…それらを確認させていただ
きました。「精神対話士」として、若年層の方との対
話を何人も行ってきた経験で、「いじめ」は誰にで
も起こりえると思っています。その心身的苦痛に
遭遇した時、安心して話せる誰かがいるかどうか
！傷ついてもつらい思いをしても、立ち上がるチ
カラを身につける教育が大切と考えています。「い
じめ」は人生におけるトラウマとなることもあれ
ば、重大な事由にいたることもあります。どれだけ
防止などにチカラをいれてもいれ過ぎということ
はないと思うのです。

◆二つ目に、市税の徴収について質問しました。
「教育」「勤労」と同じで国民の三大義務の一つが「
納税」です。そして、「課税の公平」はしっかり納め
て初めて成り立つものです。もちろん、大多数の方
は、大変な思いをしてでもしっかり納めています。
私は、国税で税金を未納にしている滞納者への徴
収担当をした経験から、富山市の徴収の現状と今
後の取組みを確認しました。
滞納額、滞納者数、猶予制度、時効の問題など、改善
の余地があると思うからです。
徴収担当職員の皆様が大変なご苦労をされている
ことがわかるだけに、感謝もし応援もしています。

◆三つ目に、介護予防・日常生活支援総合事業につ
いて質問しました。
平成 30 年 4 月に完全移行する「要支援 1・要支
援2」の方々の不安を取り除くこと、地域主体のボ
ランティア活動のことなどを確認しました。

平成29年12月定例会
一般質問　初の

「一問一答」！（要旨抜粋）

【１】「いじめ」について
Q ①：「いじめの定義」について
A：「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に
在籍している当該児童等と一定の人的関係にある
他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与
える行為（インターネットを通じて行われるもの
を含む）であって、当該行為の対象となった児童等
が心身の苦痛を感じているもの」です。

Q ②：富山県の「いじめ」の認知数が低いのはなぜか？
A：富山の粘り強く勤勉な気質、三世代同居が多いこ
と、地域行事への子供の参加率が高いことなどよ
り良い人間関係を築けているから。

Q ③：「いじめ」を認知し報告することが教員の負担
になっていないか？
A：教員は小さな芽のうちに摘み取る努力をしてい
ること、また報告を怠ることで、のちに膨大なエネ
ルギーを要することを理解している。
各学校で、組織的対応をし軽微なものまで管理職
に報告する体制が整っている。

Q ④：「いじめ問題対策連絡協議会」の役割は？
A：「いじめ問題対策連絡協議会」は、医師や弁護士、
臨床心理士などのほか、警察署や児童相談所、地方
法務局の代表、富山市教育委員会のメンバー計15
名で構成されている。役割は一つ目に機関の連携
推進、二つ目に関係機関の連絡調整、三つ目に「い
じめ」防止に対する取り組みが実効的に行われて
いるかどうかの点検や対策をすることで、「いじめ
」の解消や未然防止に助言をいただいている。

Q⑤: 今後の取り組みは？
ア）「いじめ」防止教育も取り扱う弁護士などのスク
ールロイヤー導入を検討されるか？
A：富山市には、行政管理課に法務専門官としての弁
護士を職員として配置していることから、スクー
ルロイヤーを導入する予定はない。
イ）若者が相談しやすい SNS を活用した相談窓口
を設置する予定はないか？
A：相談者の声を聴き、表情を読み取り、丁寧に相談
に応じている。SNS 運用にあたっては現段階でま
だまだ課題もあると認識していることから導入す
る予定はない。

【2】市税徴収の課題について
Q：市税の滞納は？
A：平成 28 年度末における滞納者数 16,254 人で、
滞納額は 40 億 6,300 万円。過去 5 年間で最も多
いときは滞納者数 18,989 人で、滞納額は 50 億
5,800 万円で、徐々に減少はしてきている。

Q：法廷納期限から５年を経過することによる「時効
」の件数、金額は？
A：平成 28年度「時効」による不能欠損額は、4,900
万円あまりで、人数は 924 人。直近で最も多かっ
たのが平成 24 年度で、1億 1,300 万円あまりで
人数は1,257人。

Q：なぜ「時効」となるのか？
A：法廷納期限を経過してから 20 日以内に督促状
を送付し、その後も納付されない場合は催告書を
年 6 回送付するほか徴収嘱託職員が個別訪問を実
施し、納税勧奨を行っている。それでも納付されな
い場合に差し押さえなどの処分を行っている。「時
効」を迎えるのは、当該滞納者が国外に転出したり

差押するべき財産がない事案など滞納処分ができ
ない場合が「時効」になっている。

Q：収納率向上に向け今後の取り組みは？
A：研修などによる職員の知識の向上、滞納処分のノ
ウハウの取得につとめる。事務処理システムの改
修や人員配置については他都市の状況を調査研究
しながら検討していく。

【3】介護予防・日常生活支援総合事業について
Q：要支援１、要支援２の方に利用制限や質の低下な
ど、サービスに変化はあるか？
A：富山市では平成 29 年度から新しい移行を実施
しており、30年 4月に完全移行となってもサービ
スに変更はない。

Q：移行で市の財政負担に影響はあるか？
A：平成 30年度介護報酬の改定などは別として、基
本的には影響はないものである。

Q：要支援にならないためにどのような取組みをし
ているか？
A：角川介護予防センターでの QOL ツアーの実施、
全国に先駆けて実施したパワーリハビリテーショ
ン事業、介護予防教室の実施など、高齢者一人ひと
りに応じた多様な介護予防メニューを展開してい
る。介護予防推進リーダー、らくらくいきいき運動
、介護予防ふれあいサークルなどの活動支援をし
ている。

Q：住民主体による支援に対し、地域にどのような活
動を期待しているか？
A：体操・運動などの通いの場づくりや生活援助の
整備など。高齢者が担い手となり自ら介護予防と
なることを期待している。
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